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１．はじめに

北海道十勝郡浦幌町の浦幌十勝川(旧十勝川）河口近くに所在する数多くの遺跡が「十勝太遺跡

群」として、一般に知られるようになったのは1970年代からのことである。後藤 (1974a,1983)に

よれば、この遺跡群は浦幌十勝川の左岸に形成された河岸段丘の上にあり、縄文時代早期から江戸

時代までの各期にわたり、考古学的に優れた質と量をもっていると考えられる。その中で十勝太若

月遺跡(以下 「若月遺跡」と略記）は1972(昭和47）年から3次にわたり発掘調査が行われ、続縄文、

文化や擦文文化の研究に大きな足跡を残した。発掘された22基の擦文竪穴住居跡の中で特筆される

のは第16号住居跡で火事で焼失した住居内から生活用具である擦文土器が完全な形に近い状態で多

数発掘された。また、炭化したオオムギ、キビ、シソの作物種子が多量に出土したことは「擦文文

化農耕論」を立証するに足る資料と考えられると結んでいる。

ここで本論の若月遺跡の炭化大麦について述べる前に、先ず北海道の炭化大麦に関する研究史に

ついて簡単に触れてみる。吉崎・椿坂(1990)、吉崎(1992)は北海道の遺跡から出土する炭化大麦に

は2つのタイプがあり、東日本で一般にみられる細長い粒のものと網走管内網走二ツ岩(オホーツク

文化・9～10世紀 、石狩管内若月（10～11世紀）などから出土した短粒型のものに大別できること）

を明らかにし、後者を「擦文オオムギ」と仮称した。その後、山田(1994 、山田・椿坂（1995)は）

道内の擦文時代およびオホーツク文化期の遺跡から出土した炭化大麦の観察結果から、石狩低地帯

以北には幅が広く長さが短い「擦文オオムギ」が、札幌周辺を含む石狩低地帯以南や本州各地には

幅が狭く細長い「普通種オオムギ」が分布しているとした。そして、山田(1998)によれば現在のと

ころ「擦文オオムギ」はオホーツク文化期の網走市二ツ岩遺跡など4遺跡と擦文時代の浦幌町十勝

太若月遺跡をはじめとした6遺跡とから出土している。椿坂(1998)は北海道の多くの遺跡から出土

した炭化大麦を調べ 「普通種オオムギ」は皮性大麦(皮麦) 「擦文オオムギ」は裸性大麦（裸麦）、 、

であることを明らかにした。さらに山田(1994)はオホーツク文化の遺跡から大陸系の金属器、ガラ

ス製品、ブタの骨などが出土することに着目し、ロシア沿海地方の炭化大麦を調査した結果 「擦、

文オオムギ」と同じタイプのものがあることを

見出した。以上の結果から、山田(1998)は北海

「 」 、道にみられる 擦文オオムギ の伝播に関して

8世紀から9世紀頃にかけて金属製品やガラス製

品などの大陸製品と共に沿海地方から北海道オ

ホーツク海沿岸に導入され、次いでオホーツク

文化が擦文文化に吸収された10世紀頃に道東・

道北に進出した擦文文化の集団によって受け継

がれ、以後道央部以北の擦文文化の集団の中で

栽培が継続されたものと考えた。一方 「普通、

種オオムギ」は7世紀から8世紀にかけて東北北部
写真１ 若月遺跡の炭化大麦
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から導入された大麦が北海道に伝播し、道央部以南の擦文文化の集団に取り込まれたとした。

この度、浦幌町立博物館の御好意によって若月遺跡から出土した炭化大麦を借用して、粒の調査

と形の計測を行った。この試料については多くの粒の形を計測する機会に恵まれたので、本報では

粒の形について他の遺跡からの炭化大麦と比較する一般的な手法のほかに、特に粒の大きさの揃い

に着目して解析することを試みた。さらに北海道で1960年代まで栽培されてきた現世の大麦品種の

遺伝的解析の結果と山田ら(1994以降)の多くの文献でみられる考古学的考察と併せて、北海道への

大陸からの大麦の伝播経路について考えてみることにする。

２．材料と方法

供試した炭化大麦は若月遺跡第16号遺跡の竈跡の前に横倒しになった土器の中にぎっしりと詰ま

ったままで検出されたもので、その年代は擦文文化期後期(11世紀後半～12世紀前半)のものと推定

されている（後藤 1974b 。この炭化粒は写真1に示すように、激しく焼けて多孔質化し壊れやすい）

粒もあるので、試料の中から異常に膨らまず壊れていない100粒を無作為に取り出し、10粒ずつ撮

影して粒の長さと幅を計測し、実際の値に換算した。また粒の形の指標として、粒長を粒幅で除し

た長幅比を個々の粒について求めた。

炭化大麦が出土した遺跡は少なく、多くの粒について調査した報告は極めて稀である。ここで比

較に用いた試料は岡山市の鹿田遺跡（平安時代、小西 2004）と千葉県君津郡湊町(現在富津市）の

下北原遺跡（奈良～平安時代、直良 1956）からの炭化大麦粒である。なお、現世の大麦粒につい

ては、岡山大学資源生物科学研究所の大麦・野生植物資源研究センターで保存しているものの中か

ら北海道で栽培されていた7品種を含む計9品種の裸麦を選び、各100粒の粒長と粒幅を計測した。

３．調査結果

写真1から明らかなように、形を留めた粒はすべて粒の腹部に深い溝があり、大麦粒としての特

徴が見られる。そして供試した炭化大麦は全体に丸味を帯びた裸麦の粒で、大きさは粒によって可

成り異なっている。そこで、先ず粒長について述べる。

粒粒 長長

表1に若月、鹿田、下北原の3遺跡の炭化

大麦の粒長の統計量を掲げた。若月遺跡の

炭化大麦の特徴は明らかに短粒で、6mmを

超すような長い粒が見られず、変異幅は最

も小さく比較的よく揃っている。そのため

分散は小さくなるが、平均値が小さいため

に変異係数(C.V.)は鹿田遺跡のものより僅

かに大きい値となった。

粒粒 幅幅

つぎに若月、鹿田、下北原の3遺跡の炭

化大麦の粒幅の統計量を表2に示した。若

月遺跡における炭化大麦の粒幅の平均値は

他の2遺跡のものより明らかに大きく、幅広である。変異幅についてみると若月遺跡では1.9mmと他

表１ 炭化大麦の粒長の比較 (mm)

若 月 鹿 田 下北原

平均値 4.91 5.68 5.16

変異幅 4.0-5.9 4.7-6.9 3.7-6.8

分 散 0.178 0.222 0.364

C.V.(%) 8.61 8.29 11.69

表２ 炭化大麦の粒幅の比較 (mm)

若 月 鹿 田 下北原

平均値 3.38 2.81 2.77

変異幅 2.4-4.3 2.1-3.5 2.2-3.6

分 散 0.161 0.094 0.117

C.V.(%) 11.88 10.90 12.34
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の遺跡のもの(両者とも1.4mm）より大きく、4.3mmが最大値という極端に幅の広い粒がある。その

ため、若月遺跡の分散が大きく、変異係数は平均値が大きいにも拘わらず大きい値となった。

この関係を図1の粒幅の頻度分布で見る

と明らかである。すなわち、若月遺跡の炭

化大麦の粒幅は他の遺跡の最大値3.6mmを

超える粒が全体の約1/4も含まれている。

そして、最大頻度を示すモードが3.4mmか

ら3.6mmと高いところにあるが、幅の狭い

粒もみられた。このことから他の２遺跡と

同様 比較的痩せた粒も含まれているが(写、

真2 参照)、粒幅の変異が連続的であるた

め、試料の中の痩せ粒の割合を求めること

は難しい。

長長幅幅比比

粒長を粒幅で除した長幅比は粒の形を示

す指数としてよく用いられる。ここで各遺

跡の炭化大麦の個々の粒について長幅比を

。求めて統計的処理した結果を表3に掲げた

平均値でみると若月遺跡のものが最も小

さい値を示すことから、比較的丸い粒であ

ることが判る(写真2 参照)。このことは既

に述べたように、粒長が短く、粒幅が広い

ことによって、粒全体が丸くなったといえ

る。しかも図2から明らかなように、若月

遺跡の炭化大麦粒の長幅比の変異幅が狭い

ことは粒の形が可成り揃っていることを示

す。これに対して他の2遺跡の頻度分布は

不規則な分布を呈し、しかも図2の右端の

方に分布を広げている。このことは写真2

の鹿田遺跡の痩せ粒で見る如く、極端に細

い粒が混在していることに起因する。

４．考 察

以上述べてきたように若月遺跡の炭化大麦は比較的丸い粒であり、粒の形の上で他の2遺跡のも

のに比べて可成り異なっていることが判る。こうした特異的な大麦は既に山田ら(1994年以降)の報

告で北海道の石狩低地帯以北の遺跡から出土することが明らかにされているが、北海道を除く他の

地域で出土しているか否かを調べてみる。そのために、5粒以上の粒形について計測した遺跡での

炭化大麦の計測値と若月遺跡のものとを比較し、図3に示した。炭化大麦の粒長と粒幅に関して遺

跡間に可成りの変異が認められるものの、粒の形を表す長幅比ではおよそ2.0近くに散布した。

図１ 炭化大麦の粒幅の頻度分布

表３ 炭化大麦の長幅比の比較

若 月 鹿 田 下北原

平均値 1.46 2.04 1.88

変異幅 1.1-1.9 1.5-2.6 1.4-2.4

分 散 0.021 0.046 0.046

C.V.(%) 9.97 10.58 11.39

図２ 炭化大麦の長幅比の頻度分布

十勝太若月遺跡から出土した炭化大麦

− 11 −



これに対して、若月遺跡のものは明らかに異なり、長幅比=1.5の線の近くにある。そして、例外的

に若月遺跡の近くに位置するのが②である。表4によれば山口県光市の岡原遺跡から出土した古墳

前期初頭の炭化した裸麦で5粒の計測値である。これは若月遺跡の炭化大麦(裸麦)と長幅比では極

似している。しかし、この岡原遺跡の裸麦は次の点で「擦文オオムギ」とは異なる。

山田・椿坂(1995)によれば わが国で 擦、 「

文オオムギ」が出土する遺跡は岩手県の五

庵Ⅰ遺跡(松谷 1986）を除き、すべて北海

道の限られた地域である。しかも「擦文オ

オムギ」が出土するのは8世紀から9世紀の

オホーツク文化期の遺跡と、石狩低地帯お

よび以北の10世紀後半以後の擦文時代中期

後半か後期の遺跡に限られている。以上の

ことから岡原遺跡の古墳前期初頭の炭化大

麦は「擦文オオムギ」ではなく、写真２で

示すように鹿田遺跡で出土した炭化大麦の

中に混じっていた比較的丸い粒と同じ「渦

性」のものと考えられる。

表4 図3に掲げた番号と遺跡との関係

番号 遺 跡 時 代 所在地 粒数 種類* 文 献

1 諸岡遺跡 弥生前期末 福岡市諸方 15 皮麦 粉川(1977)

2 岡原遺跡 古墳前期初頭 山口県光市 5 裸麦 直良(1956)

3 仙波古代集落群 土師(国分期） 埼玉県川越市 100 大麦 直良(1956)

4 下北原遺跡 土師期 千葉県君津郡湊町 1000 大麦 直良(1956)

5 太田黒田遺跡 奈良時代 和歌山市太田黒田 5 裸麦 佐藤(1971)

6 津寺遺跡 平安中期 岡山市津寺 14 裸麦 松谷(1994)

7 鹿田(大学) 平安時代 岡山市鹿田 68 皮・裸麦 小西(2004)

8 鹿田(県) 平安時代 岡山市鹿田 48 大麦 古環境研(2007)

9 落川・一の宮 平安時代 東京都多摩市 5 裸麦 松谷(1999)

10 江崎家遺跡 平安時代 岩手県九戸郡九戸村 100 皮麦 佐藤(1984)

11 五庵Ⅰ遺跡 平安時代 岩手県二戸郡浄法寺町 10 （大麦） 松谷(1986)

12 五庵Ⅱ遺跡 中 世 岩手県二戸郡浄法寺町 18 皮麦 佐藤(1986)

13 中島遺跡 鎌倉時代 岡山市中島 100 皮・裸麦 小西(2009)

14 隠岡遺跡 鎌倉時代 三重県伊勢市倭町 472 皮麦 塩谷((1987)

15 中撫川遺跡 室町時代 岡山市中撫川 10 裸麦 松谷(2004)

16 大瀬川C遺跡 室町時代 岩手県稗貫郡石鳥谷町 30 大麦 佐藤(1981)

皮麦か裸麦かの区別がない場合、大麦と記載。* ：

こうした「渦性」の炭化大麦は鹿田遺跡⑦に限らず、文献に掲載された実物写真をみると下北原

遺跡④、中島遺跡⑬、隠岡遺跡⑭、中撫川遺跡⑮で出土した炭化大麦にも「渦性」の粒が混在して

図３ 炭化大麦の粒長と粒幅との関係
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いるようである。さらに横須賀市鴨居上ノ台遺跡135住居址から出土した弥生時代後期の炭化大麦

の写真（松谷 1984）をみると「渦性」かと思われる。つまり、関東以西の弥生時代以降の遺跡か

ら「渦性」の粒が出土する可能性があると考えられる。高橋(1942)によれば、わが国には「渦性」

と呼ばれる半矮性の遺伝子を共有する多くの大麦品種が関東以西に広く分布し、東北地方でも僅か

に見ることが出来る。この遺伝子は「並性」に対して単劣性として遺伝し、植物体の各器官の長さ

を短くする作用を有する。そのため、稈長を短縮し倒伏することが比較的少ない多肥密植多収型の

の大麦を形成する。粒の長さについてみれば渦性品種は並性品種に比べて明らかに短いが、粒の幅

や厚さには差が認められない。多くの炭化大麦とは粒の形で異なり、長幅比1.5の線の近くにある

、 「 、 」五庵Ⅰ遺跡⑪の炭化大麦について 松谷(1986)は 部分的にせよ 頴の残存しているものは少ない

と報告している。このことは裸麦でなく、皮麦の可能性も考えられる(表4では大麦と記載)。

つぎに 「擦文オオムギ」の北海道への伝播経路について考えてみる。山田(1994）はオホーツク、

文化期の遺跡から大陸系の遺物が出土することに着目し、ロシア沿海地方の炭化大麦を調査した。

その結果、山田・椿坂(1995)は「擦文オオムギ」と同じ粒形をした短粒の裸麦が紀元前6世紀頃の

初期鉄器時代前期から10世紀の渤海時代までの多くの遺跡から出土するが、12～13世紀の金時代に

なると短粒の裸麦に加えて長粒の皮麦が見られるとした。一方、北海道ではオホーツク文化の遺跡

から栽培植物が出土するのは9世紀頃と考えられ 「擦文オオムギ 、キビ、アワからなるものであ、 」

る(山田ら 1991 。その後、オホーツク文化期の3遺跡と若月遺跡を含む擦文時代中期から後期(時）

期としては10～11世紀)にかけての6遺跡から「擦文オオムギ」が出土しているが(山田 1995 、さ）

らに、雄武竪穴遺跡のオホーツク文化期の「擦文オオムギ」が加わり、合計10遺跡となった(山田

1998 。以上の結果から、山田(2004)は短粒裸麦が沿海地方の靺鞨文化と北海道のオホーツク文化）

の交易活動によってもたらされたとするのが最も考えやすいとしている。さらに、アムール川下流

、 、域の遺跡から大麦は出土しないし 当時のサハリン島の遺跡から作物種子は検出されないことから

日本海を船で横切って直接北海道へ伝播した可能性が強いとしている。

このように山田ら(1994以降）の多くの研究によって 「擦文オオムギ」の伝播の経路と時代が明、

らかにされた。ここで、出土した炭化大麦についてＤＮＡ分析すれば伝播経路に関してさらに詳し

い情報が得られるが、現時点では炭化大麦からＤＮＡを取り出す技術は未だ確立していない。そこ

、 、 。で 農学 特に作物遺伝学の立場から現世の大麦を用いて伝播経路について考察することを試みた

最初に「擦文オオムギ」の特徴を備える短粒幅広の裸麦で北海道で栽培されていたものを探し求め

ることから始めなければならない。幸い岡山大学資源生物科学研究所(旧大原農業研究所）の大麦

・野生植物資源研究センターには世界各地域の大麦が多数保存されている。日本と朝鮮半島に関し

ては1940年(昭和15年)頃、道府県の穀物検査所を通じて主要な大麦品種を取り寄せたものが含まれ

る。選ばれた品種として北海道では「丸実16号 、当時の樺太で「樺丸実1号 、朝鮮半島黄海道か」 」

らの「丸実裸」の3品種が挙げられる。これらの来歴については、次のように要約される。当時の

農商務省は1901年(明治34年)に北海道農事試験場を創立し、翌年から農事試験として品種の比較試

験を行った。その中に北海道農事試験場上川支場から取り寄せたものに「丸実」があり(北海道農

事試験場 1903 、北海道で古くから各地で栽培されていたもので、強健で倒伏し難く、穂は太く芒）

は長い。子実は豊円なことでこの名前が付けられたとある(北海道農事試験場 1923a 。取り寄せた）

「 」 、 、 「 」、 「 」丸実 は雑駁であったので さらに純系淘汰を行い 1919年に 丸実15号 1923年 丸実16号

を育成した(北海道農事試験場 「樺丸実1号」は当時の樺太庁中央試験所において「丸実」1923b）。

を純系淘汰して育成したものである(樺太庁中央試験所 1932 「丸実裸」については北海道の「丸）。
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」 、「 」 、実 を慶尚南道農事試験場が導入し 丸実裸 として1913年から9年間品種比較試験を行った結果

優良品種として各農事試験場に分譲した(朝鮮総督府農林局 1935 。）

そこで、先ず若月遺跡の炭化大麦と「丸

実16号」の粒形を比較してみた。図4に示

すように、平均値で見ると炭化大麦との差

は粒長で1.3mm程度、粒幅は変わらない。

しかし、粒長と粒幅の変異幅は炭化大麦の

方が大きい。これは炭化によって膨張する

粒もあれば、縮小するものもあることに起

。 「 」因する さらに炭化前の大麦は 丸実16号

のように育種されたものでなく雑駁で、現

代のような好条件下で栽培・収穫されたも

のとは考え難い。以上のことを考慮して、

「丸実16号」をもって若月遺跡の炭化大麦

の炭化以前の大麦と想定しても大きな間違

いはなさそうである。

つぎに、粒が丸いといわれる“丸実系”

「丸実16号 「樺丸実1号 「丸実裸」の3」、 」、

品種と北海道で栽培されていた裸麦6品種

を加え、粒長と粒幅の関係をみた(図5)。

粒長、粒幅ともに品種間に大きな変異がみ

られ、特に「紫裸」は他の品種と異なり細

長い粒である。これに対して“丸実系”品

種は明らかに短粒で幅広の特徴を示し、纏

まって分布している。これらに似た粒形を

「 」 「 」示す品種として 瀬棚裸 と スミレモチ

があり、前者は北海道の在来種からの純系

淘汰で、後者は当時の満州の在来種を導入したものである。さらに在来種の「青実」と在来種から

純系淘汰によって育成された「三月子1号 、交雑育種による「北斗裸」の3品種は“丸実系”より」

やや細長い粒をもつ このように 丸実系 品種は粒形が似ているだけでなく 六条裸麦の並性(渦。 “ ” 、

性に対立する 、長芒、密穂などの形態的特性も同じである。さらにエステラーゼ同位酵素遺伝子）

型はＡ型という共通した特徴を示す（Konishi 1995 。これに対して“丸実系”品種の近傍に分布）

した短粒2品種のうち 「瀬棚裸」は疎穂(密穂に対立する 「スミレモチ」はエステラーゼ同位酵、 ）、

素遺伝子型がＢ型であることから“丸実系”とは異なる。

ここで同位酵素遺伝子型は直接適応や選抜の対象とならないものとして、動植物で親子関係や伝

播経路を知る手掛かりとして広く用いられてきた。大麦のエステラーゼ同位酵素遺伝子型について

調べてみると、主要な遺伝子型としてＡ型～Ｊ型の10型が挙げられる(詳細は小西 1987, Konishi

。 、 、 、 、 、1995 参照) そして 東アジアではＡ Ｂ Ｃの3型が主な遺伝子型であり Ａ型の品種は裸麦が

Ｂ型とＣ型の品種は皮麦が多い傾向にある。そして、Ａ型の地理的分布を見ると、わが国では関東

以西の暖地に集中的に分布し、北海道で僅かに認めることが出来る。そして、中国長江流域の裸麦

図４ 炭化大麦と「丸実16号」の粒形の比較

図５ 丸実系と北海道の裸麦品種の粒形の比較
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の多くがＡ型で、朝鮮半島ではＡ型が裸麦と皮麦の両者で見られる(図6 。これに対してＢ型とＣ）

型については、わが国では主として東北、関東・東山、北陸、山陰の各地方に分布する。朝鮮半島

ではＣ型が多く、中国ではＢ型が特に多い傾向が認められ、いずれも大麦の栽培地域である朝鮮半

島の南部、中国では東部と東北部に分布している。

これまで東アジアにおけるエステラーゼ

同位酵素遺伝子型の地理的分布を概観して

きたが 「擦文オオムギ」と粒の形が類似、

している“丸実系”品種が共通にもつＡ型

について詳しく見ることにする。ここで特

に注目すべきは、図6に掲げたように（ の●

数は分布の傾向を示す)、わが国の西南暖

地に広く分布するＡ型はすべて裸麦であ

る。これと海を挟んで中国長江下流域にも

類似したＡ型の裸麦が多く分布する。朝鮮

半島のＡ型には裸麦と皮麦が混在し、日本

名やわが国と何らかの関係をもつ品種が含

まれている。換言すれば、わが国から導入

されたものやそれと交雑によって生じたものも見出される。つぎに北海道に目を転じてみると、

“丸実系”品種を含む北海道の裸麦在来種またはそれに由来するものが主な品種である。そしてサ

ハリンと中国東北部にもＡ型の裸麦が分布している。ここで上記研究センターの保存品種・系統に

は沿海州の大麦はなく、中国東北部からの大麦も数少ない。その中で裸麦を求めると2品種が挙げ

、 。 「 」 “ ” 、られ いずれもＡ型である その中で 黒犬貢 は 丸実系 と同じく並性・密穂・長芒であるが

粒の形は僅かに細長く「三月裸1号」に近い。他の「東北白裸麦」は短芒で、短粒であるが幅広で

ない。

以上述べてきたＡ型裸麦の地理的分布に基づいて、伝播経路について考えてみる(図7)。先ず、

大麦の起源地である西南アジアからシルクロードを経て中国に達し、その中のＡ型裸麦が長江流域

から海を渡って九州に伝播し、西南暖地に

広く分布したと考えられる。一方、中国で

分かれたＡ型裸麦は中国東北部を経て沿海

州に達し、短粒幅広の裸麦が海を渡って北

海道に到達したのが「擦文オオムギ」であ

ると考える。この北海道への伝播経路は、

山田(1996)によって既に報告されたものと

よく符合しており、その時代が考古学的に

8世紀から9世紀にかけてと明らかにされて

いる。このように作物遺伝学の分野では粒

の形に留まらず、穂の疎密性や芒の長短と

いった主働遺伝子に支配される形質、さら

に適応とは関係のない同位酵素遺伝子(型)

の情報を総合して伝播経路を考えることが

図図７７ 東東アアジジアアににおおけけるるエエスステテララーーゼゼ同同位位酵酵素素

遺遺伝伝子子ＡＡ型型のの伝伝播播経経路路

図図６６ 東東アアジジアアににおおけけるるエエスステテララーーゼゼ同同位位酵酵素素

遺遺伝伝子子ＡＡ型型のの地地理理的的分分布布
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出来る。このように考古学が異なる分野とのコラボレーションによって、さらに新しい道が開ける

ものと確信する。

最後に付記しておきたいことは、ここではエステラーゼ同位酵素遺伝子型に関してＡ型の大麦に

ついて述べきたが、東アジアの大麦全般に関して論じたものではない。おそらく、中国大陸から朝

鮮半島を経由してわが国にもたらされた最初の大麦はＢ型やＣ型の皮麦であり、その後Ａ型の裸麦

が導入され、皮麦と置換して裸麦の分布域を広めたと考える。西南暖地の山間部ではＢ型やＣ型の

皮麦が近年まで栽培されていた現実が、このことを物語るようである。

５．要 約

1) 若月遺跡の炭化大麦はすべて裸麦であり、その粒の形を計測して岡山市と千葉県の2遺跡のも

のと比較した。

2) 若月遺跡の炭化大麦の粒形は短粒幅広の短楕円形である。粒形の指標としての粒長を粒幅で除

した長幅比は小さく、よく揃っている。しかし、ここでも僅かの痩せ粒が見られた。

3) 北海道を除くわが国の遺跡から出土した炭化大麦と粒形について比較してみると、若月遺跡の

ような短楕円形の粒は2遺跡に過ぎず、他のものはすべて楕円形である。

4) 若月遺跡の炭化大麦と現世の北海道の裸麦で短楕円形の粒をもつ“丸実系”の「丸実16号」と

粒形について比較した。平均値でみると炭化大麦は僅かに粒長は短いが粒幅には差が認められ

ない。しかし、変異は炭化大麦の方が粒長、粒幅ともに明らかに大きい。

5) “丸実系”裸麦は東アジアで「丸実16号」を含めた3品種が認められ、共通して密穂・長芒。

エステラーゼ同位酵素遺伝子型がＡ型で、いずれも北海道の在来種「丸実」に由来する。

6) 一般にＡ型裸麦は中国長江下流域とわが国の西南暖地に広く分布する。ほかに中国東北部と朝

鮮半島南部の一部、北海道とサハリンで認められる。

7) 以上の結果に基づいて、北海道の“丸実系”の大麦の伝播経路について検討した。この伝播経

路は考古学の分野で報告されている若月遺跡を含む「擦文オオムギ」の経路とよく符合した。
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附 表 若月遺跡の炭化大麦の計測値 (mm)

N 粒長 粒幅 . 粒長 粒幅 粒長 粒幅 粒長 粒幅o. No No. No.

4.7 3.2 4.4 3.1 4.4 3.6 5.0 3.51 31 61 91

4.9 3.7 4.8 3.5 5.1 3.6 4.8 3.62 32 62 92

5.0 3.1 5.2 3.6 5.3 3.7 5.6 4.23 33 63 93

4.6 3.2 4.9 3.5 4.9 3.8 4.4 3.44 34 64 94

5.7 3.4 5.2 4.1 4.9 3.6 4.9 3.45 35 65 95

4.3 2.8 4.9 3.1 4.2 3.0 4.7 3.76 36 66 96

4.5 2.7 4.4 3.0 5.2 3.3 5.1 3.47 37 67 97

5.7 4.2 4.4 3.4 5.4 3.8 4.8 3.18 38 68 98

4.8 3.9 4.6 3.2 4.5 3.6 4.3 3.89 39 69 99

4.6 3.0 3.7 2.4 4.4 3.4 5.3 4.310 40 70 100

5.1 3.5 4.9 3.5 4.9 3.011 41 71

5.0 2.9 4.7 3.2 4.7 3.412 42 72

5.2 3.4 4.9 3.1 4.9 3.713 43 73

5.7 3.2 4.7 3.5 5.5 4.114 44 74

5.4 3.5 4.7 3.3 5.0 3.615 45 75

5.4 3.7 5.6 3.6 4.9 3.016 46 76

5.0 3.1 5.0 3.0 5.0 3.817 47 77

4.5 3.6 4.5 3.5 4.0 3.118 48 78

4.7 3.4 5.1 2.9 5.2 3.319 49 79

4.3 2.6 5.1 3.5 4.7 3.120 50 80

4.6 3.1 4.8 3.9 5.3 3.621 51 81

4.6 2.6 4.5 2.6 5.1 3.322 52 82

5.2 3.1 4.5 2.9 5.4 3.823 53 83

4.3 3.0 4.9 3.2 5.2 3.624 54 84

5.5 3.7 4.9 3.5 4.6 3.125 55 85

5.7 4.3 4.7 3.0 5.6 3.726 56 86

5.6 3.8 4.9 3.6 5.2 3.927 57 87

4.4 3.0 5.4 3.7 5.9 3.828 58 88

4.5 3.3 4.9 2.6 5.5 3.529 59 89

4.7 2.8 4.4 2.6 4.8 3.230 60 90
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